資料２
第２次広島市男女共同参画基本計画の施策の目標（指標）の変更について
　広島市子ども施策総合計画において目標（指標）が変更されたことに伴い、第２次広島市男女共同参画基本計画に掲げた施策の目標（指標）についても、次のとおり変更する。
	区分
	変更前
	変更後

	基本目標
	７　様々な困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備

	施策の目標
	経済的に自立している母子家庭の割合を増やす

	指標
	児童扶養手当を受けていない母子家庭の割合
	高等技能訓練促進費受給者及び母子家庭等就業支援センター登録者の就業者数


	現状
	３２．９％（平成２１年度）
	９８人（平成２３年度）

	目標数値
	３６％（平成２６年度）
	１４９人（平成２６年度）


【変更理由】
　現行の指標は、収入が少ないにも関わらず、親と同居しているために児童扶養手当を受給できない人まで経済的に自立していると整理されるなど、実態を的確にあらわせない面があり、経済的な支援を要する母子家庭の母に対して行う就職に有利となる資格・技能の習得の促進等の就業支援を指標とする方が適切である。
